
はじめに

この報告集は, 2023年 9月 11日から 13日までの 3日間, 立命館アジ

ア太平洋大学において行なわれた研究集会「第15回福岡数論研究集会」

の報告集です. この研究集会は, 一部日本学術振興会科学研究費基盤研

究 (A) JP21H04430, 挑戦的研究 (開拓) JP21K18141（研究代表者：金

子昌信）の補助により開催されました.

5年ぶりに大分県別府市での開催となりました本研究集会は, 多数の

参加者による質疑応答を含む交流によって, 盛会のうちに幕を閉じまし

た. 特に, 快く講演を引き受けていただき, 興味深い講演をしていただ

きました講演者の皆様に, 心よりお礼申し上げます.
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